
JP 2014-92694 A5 2015.12.10

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成27年12月10日(2015.12.10)

【公開番号】特開2014-92694(P2014-92694A)
【公開日】平成26年5月19日(2014.5.19)
【年通号数】公開・登録公報2014-026
【出願番号】特願2012-243332(P2012-243332)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｆ   1/1343   (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/1335   (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｆ    1/1343   　　　　
   Ｇ０２Ｆ    1/1335   ５２０　

【手続補正書】
【提出日】平成27年10月22日(2015.10.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　素子と、
　前記素子に対応する様に設けられた反射膜と、
　前記反射膜と前記素子との間に設けられた絶縁膜と、
　前記反射膜上に設けられた増反射膜と、を含み、
　前記反射膜は、前記絶縁膜側からチタン膜と窒化チタン膜とアルミニウム膜とが積層さ
れており、
　前記チタン膜は、面方位がＴｉ｛００２｝の面積が５０％以上であり、
　前記窒化チタン膜は、面方位がＴｉＮ｛１１１｝の面積が５０％以上であり、
　前記アルミニウム膜は、面方位がＡｌ｛１１１｝の面積が５０％以上である事を特徴と
する電気光学装置。
【請求項２】
　前記絶縁膜は、硼素と燐とを含む酸化珪素膜である事を特徴とする請求項１に記載の電
気光学装置。
【請求項３】
　前記増反射膜は、酸化珪素膜と窒化珪素膜とが積層されている事を特徴とする請求項２
に記載の電気光学装置。
【請求項４】
　前記絶縁膜における前記硼素の重量割合は、２ｗｔ％から６ｗｔ％の範囲にある事を特
徴とする請求項２に記載の電気光学装置。
【請求項５】
　請求項１乃至４に記載の電気光学装置を備えた事を特徴とする電子機器。
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